
■対象区域の概要

仙台市泉区におけるスマートシティ事業の概要（仙台市泉区における先進取組協議会）１
■ 事業のセールスポイント

運営体制

都市の課題 解決方法

KPI（目標）

コミュニティ都市OSとタウンマネジメント運用による、良質なコミュニティ形成・満足
度を測るKPIを検討。「コミュニティ満足度」を向上させる取組みを通じ、地域コミ
ュニティの活性化、持続的な都市機能の維持といった地域課題の解決に繋げる
＜指標の元になる、取得データ・KPI例＞
■具体のKPI目標数値（対象世帯）
・コミュニティ都市OSおよび利用サービスの登録率:90%
・配信アンケート等の回収率:50%
・各サービス・コンテンツの利用定性評価
・共用施設（集会所等）利用回数:前年比10%増

KPI ： 「コミュニティ満足度」 指標KPI ： 「コミュニティ満足度」 指標

仙台市では人口減少・少子高齢社会に対
応した都市づくりが求められる一方で、市民
の日常生活の安全・安心への関心や意識
の高まり、厳しい財政状況の中での都市経
営など、都市づくりの課題は複雑・多様化し
ている。特に、郊外居住地域は多くの地域
で高齢化率が市平均より高く、地域活動や
生活利便性の低下が懸念され、地域交通
の確保、地域コミュニティの活性化に向けた
基盤づくり、商業・医療・福祉施設等の暮ら
しに必要な都市機能の維持・改善等が課
題となっている。

• 効率的で効果的なモビリティ施策
• 地域課題を自主的に解決する自立的まちづ

くりを目指す住民主導によるタウンマネジメン
ト組織を組成

• デジタルマーケティングの仕組みを応用した住
民共感型のタッチポイントで分野横断の先
進的サービスを一元的に提供

• 「くらし起点」の生活動態データ、及びまちの
動態データを蓄積・可視化

• 連携サービスのアドオンや、他都市連携API
群の整備等、拡張性を備えたプラットフォー
ム構築（将来対応）

位置：仙台市北部エリア
(中心部から約10km) の郊外居住地域。

街開き 1974年
※多彩な生活機能を備えた複合型都市

総開発面積 約1,074ha(約325万坪)
10,510世帯(25,324人）※2022年1月時点
2022年度に新街区が街開き予定

（約48ha 東工区721世帯）

泉パークタウン（約１万世帯の郊外居住地域）は、「既存街区」での個別技術実証、並びに「新規街区」での技術パッケージ運用実証「コミュニティ都市OS及び利用
サービス」を連携発展できる。住民のくらしに基づく設計が「実用性の高いコミュニティ都市OS」を実現し、「住民主体のタウンマネジメント」が持続的な運用を可能にす
る。さらに「産・官・民連携」体制の相互補完的なアーキテクチャを通じ、全国の郊外居住地域が抱える課題解決の糸口を示す、「郊外居住地域型スマートシティモデル」
を実現する。
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仙台市泉区におけるスマートシティ事業実行計画 ２
■本実行計画の概要
住民主体のタウンマネジメント組織による「人のくらしを起点としたタウンマネジメント(泉パークタウンＬＩＤ)」と分野横断型の「コミュニティ都市ＯＳ」を両輪に、
先進的なタウンサービスや機能を街に導入すると同時に、まちのデータを蓄積・可視化することでタウンサービスや機能がアップデートされる「持続可能なスマートシ
ティ」を2022年度にまちびらきを予定する泉パークタウン第六住区東工区にて実装。さらにその取組みをショーケースとして他郊外居住地域へ水平展開を目指す。



パークバスへの顔認証乗降サービスの導入事業 ３

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見
・地域交通（コミュニティバス）において顔認証乗降サービスの実証を実施。また、
同様の仕組みを地域コミュニティ施設にも設置し、「双方の取得データを”地域交通
利用者ID”基軸で “移動と行動データ”として連携実現可能か」、また、「これらの
利活用可能性」の調査を実施した。
【実証実験の概要】
・現地実証実験期間：2021年10月1日～10月21日
・顔認証乗降実証参加モニター様：13名
簡易アンケートご協力モニター様：95名
・一般ご利用者様より、モニターを募集し、顔情報と属性情報を事前に登録。
・実証期間中、バスの顔認証乗降と、施設利用時の顔認証のご協力を依頼。
・期間終了に合わせ、実証参加モニターへのヒアリングと、一般利用者への簡易アン
ケートを実施。その後、実証期間中に取得したデータを基にサンプルケースを生成し
、運行事業者・地域事業者のそれぞれに、運用効率化の可能性・データの利活用
等の観点でヒアリングを実施。
実証実験の流れと
システム概要

地域交通（コミュニティバス）において顔認証乗降サービスの実証を実施。また、同様の仕組みを地域コミュニ
ティ施設にも設置し、コミュニティバスの運用効率化・利用者利便性向上と取得データの利活用・取組発展の
方向性についての知見を得た。

顔認証システムの社会受容性

顔認証システムによる取得データの利活用可能性

運行改善
属性別での行動パターンの情報
収集、分析によって、バス移動の
目的を把握し、利用実績に合わ
せたバスの運行計画およびルー
トの見直し等に活用が可能

分野横断での
データ利活用

利用者からサービス連携の期待は高く、商業施
設等事業者側も連携に前向きだが、双方デー
タの扱いに関して不安があるため、用途に応じ
たデータの適切な階層化と提供が必要

利便性 受容性 利用機会
・利用者ヒアリングでは約8
割、モニターヒアリングは13
名中12名が有効と回答
→利便性は高いことが確
認された。費用負担につ
いては別途検討が必要

・顔認証に抵抗感を持つ
人は約半数いる

→サービスによる利便性と
取得情報を丁寧に説明、
コミュニケーションしていく
必要性

増える 2人
15％

変わらない 11人
85％

・モニターヒアリングでは
15％のみ「顔認証で利用

機会が増える」と回答
→顔認証の利便性に加え
たサービス連携・創出の
必要性が浮き彫りに

顔認証での利用機会について

本実証の利用者移動範囲(例)

バス利用での顔認証の有効性

施設利用での
顔認証の有効性

特に問題はない
少し抵抗感がある
顔認証は利用したくない

バス利用での顔認証の受容性



今後の取組：パークバスへの顔認証乗降サービスの導入事業 ４

今後の取組：スケジュール実証実験で得られた課題

顔認証乗降サービスの実装に向けた技術的課題及び、データ利活用についての運用ルール、サービスの具体
的スキームと利用者への十分な説明が課題。今後、技術的改善の実施、実サービスの創出時に提供するデ
ータの階層化管理、住民の受容性アップに向けたコミュニケーションの在り方について検討を進めていく。

ロードマップ

取組詳細

朝日地区における
住民主体のタウンマネジメント法人

データ利活用組織
（法人化も含め検討中）

データレイク
（コミュニティ
都市OS）

分野別サービス
提供事業者

利活用を希望する
事業者・組織

朝日地区 住民
データを活用した

新規サービス

業務委託

・データ分析・解析(将来)
・サービス提供依頼
・サービスパッケージ化

…等

サービス提供
主体事業者

新サービス、利活用
ルールの創出・提案

新サービスの導入・
データ利用許諾検討

図：朝日地区のタウンマネジメント組織とデータ利活用組織（検討中）の連携に関する検討中イメージ

導入済サービスを通して得られたデータ
(許諾取得済)

住民主導型のタウンマネジメント組織とデータ利活用組織の両輪による情報
の管理及び活用方法の検討（サービス創出、ルール確立）で住民目線で
安心・便利なサービスの創出・持続的運営を目指す

データを使ったルート・ダイヤ改善など、運用への具体的活用

バス利用頻度向上等の行動変容に向けた他のサービス連携、
創出とスキーム確立

顔認証システムとデータ利活用に関する住民とのコミュニケーション
とガバナンス体制

サービス連携を支えるデータの階層化管理

• サービスによる利便性の具体的な訴求と開示する個人情報の範囲に関
しての丁寧な説明の必要性

• 住民目線の安心を守るための個人情報利用に関するガバナンスの検討
→朝日地区では、住民主体のタウンマネジメント法人とデータ利活用法人
（設立検討中）の両輪での管理を仮説立案

• 顔認証によるバス乗降の他に、図書館等との施設利用、或いは、ポイン
トカード利用での連携等も考えられ、カード紛失や複数のカードを持ち歩
かなくても済む等の手間を和らげて外出を促進するサービスとなりうる一
方、積極的に利用したくなるサービスの創出とそのスキーム確立が今後の
課題

• ダッシュボード的な常時運行状況のモニタリング（バス停毎の乗降数や
区間利用者数等の基礎データ、曜日変動など）や、簡易分析ツールの
提供（属性別利用ODの集計ツール）等の提供とそれらによって、ルー
トやダイヤ改善など利用者の利便性向上にどのように活用すべきか、コン
サルティングや可視化手法なども含めた具体的な利活用検討が必要

• 移動・行動データを用いたサービスの創出・展開を目指すにおいては、
「ユースケースに基づく提供データの、匿名加工も含めた階層化と共有
ルール」を定義し、必要なレベル・形態で、データ（個人情報・属性・
行動履歴等）の受け渡しが出来る環境づくりが必要


